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調査
研究
内容

　東京都二十三区の収集一般廃棄物の種類と量の調査と、今後の推移について検討を行った。　全区
の全域で、資源ごみとして収集されていないプラスチックの分別区分が、不燃ごみから可燃ごみに変
更になるのは2009年3月であり、現時点で公開されているのは2007年度末までの統計データであっ
た。
　今回は可燃ごみと不燃ごみの収集量合計の経年変化を、2004年度から2007年度にかけて解析し、
次いで今後の収集一般廃棄物の処理法の推移の予想として、2007年度を基準にして4つのシナリオを
設定しシミュレーションを行った。

調査
研究
結果

　経年変化の解析結果は、全体の収集量は毎年減少傾向にあり、プラスチックの埋立量は2006年度
から2007年度にかけて6.3万トン（30%）減少していることが分かった。
　また今後の収集一般廃棄物の処理法の推移の予想としてのシナリオは、(1)全量埋立，(2)可燃分を
全て焼却処理してエネルギー回収する場合（TR），(3)TRと容リ法に基づくリサイクル処理の併用，
(4)上記(3)で容リ法に基づくリサイクル処理量を更に増大する場合である。(1)は埋立地不足の解消の
点、CO２換算排出量の点から好ましくなく、(3)(4)は容リ法に基づくリサイクルが増大すると、エネ
ルギー回収量が増える利点はあるものの、LCA評価項目以外の問題ではあるが、処理費の高騰，分別
保管施設の確保等の問題があり、実用上必ずしも好ましくない。現状ではLCAでは評価されていな
い、埋立地不足の解消、伝染病予防等の衛生上の観点からも可燃分を全て焼却処理してエネルギー回
収するサーマルリサイクル（TR）は、バランスの取れた処理法であると言える。
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